
再犯防止に関するロジックモデル（案）

測定指標
KPI
① ・支援を受けた者の数

支援対象者の
生活の安定

犯罪の減少による
社会的コストの減

【例①：就労関係】
・ 就労の機会の付与
・ 社会的需要に対応した
職業訓練の実施
・ 就労継続のための相談支援

【例②：住居関係】
・ 居住先の提供
・ 居住継続のための相談支援

【例③：修学関係】
・ 学習支援の実施
・ 教材，学習の場の提供

支援対象者の抱える課題
に応じたプロジェクトの実施

KPI
③ ・新たにプロジェクトに取り組み始めた関係機関の数

プロジェクト内容 アウトプット アウトカム インパクト 解決する社会課題

安全・安心な
社会の実現

支援対象者の
生活環境の改善

支援対象者に対する
支援提供機会の増加

プロジェクトに関する
社会的な理解の促進

プロジェクト内容に関する
知見の提供，広報啓発活動

プロジェクトを実施可能な
関係機関の増加

KPI
①

KPI
③

KPI
④

KPI
④ ・就労等の結果に結びついた者の数

KPI
⑤ ・支援対象者の再犯率・再入率

▶ 再犯防止とは，犯罪や非行をした人（以下「犯罪をした者等」という。）が再び犯罪をすることを防ぐことである。
▶ 再犯防止には，犯罪をした者等の生活の安定を確保することが必要不可欠であるため，生活環境の改善等に向けた指導や支援を実施。
▶ 犯罪をした者等の多くが，疾病，嗜癖，貧困，高齢・障害，生育環境などに複合的な課題を抱えていることで円滑な社会復帰が困難な状
況にあることを踏まえ，個別課題に対応した支援提供機会の増加を目指す。
▶ 再犯防止の目的を達成することにより，犯罪をした者等が社会において孤立することなく，国民の理解と協力を得て再び社会を構成する一員
となり，新たな被害者を生まない安全・安心な社会の実現が図られる。また，犯罪が減少することにより，被害者を含む国民の心理的負担や
司法・行政経費などの社会的コストが削減される。

支援対象者の
再犯の防止

KPI
⑤

必要な支援の継続
KPI
②

KPI
②

・支援の継続状況
（例）・実際に支援を実施した期間／あらかじめ定める支援の実施期間

・支援を中断することのなかった者の割合
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